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Glycosylation controls cooperative PECAM-VEGFR2-33 integrin
functions at the endothelial surface for tumor angiogenesis
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	福島県立医科大学・新医療系学部設置準備室教授の北爪しのぶ（理化学研究所兼任）、看護学部の本多たかし教授らと理化学研究所・疾患糖鎖研究チームの今牧理恵テクニカルスタッフ、谷口直之チームリーダーらの共同研究グループは、マウスを用いて、血管内皮細胞表面（細胞膜）に発現する接着分子PECAMが持つ糖タンパク「α2,6-シアル酸」が、腫瘍の血管新生を調節していることを発見しました。

